
成功は９９％の失敗に支えられた１％である
先日のニュースで自動車製造業者の本田技研工

業が自動車レースのＦ１に再び参戦することが伝

えられました。みだしの言葉は本田技研工業の創業

者の本田宗一郎氏の言葉です。

本田氏は小学校の時にすでに自動車に関わる仕

事につきたいと決めていたそうです。東京の自動車

修理工場に就職した後、２２歳で独立しましたが、

修理業であることが物足

りなくなり自動車部品を

作ることを始めました。

大金をつぎ込んで試行

錯誤を繰り返しますが、

ことごとく失敗だったそ

うです。そこでその原因

を探るため、浜松高等工業学校を尋ねました。失敗

の根本的な原因は本田氏の鋳物（いもの：溶かした

金属を型に流し込んで作るもの）の基礎知識が欠け

ていたことだったそうです。そこで本田氏は勉強の

大切さを知り、浜松高等工業学校の聴講生となりま

した。

その後も、本田氏は筆舌に尽くしがたい苦労と挑

戦を繰り返し本田技研工業を世界のトップクラス

の自動車会社に作り上げることになるのです。

生徒の皆さんがこれから生きていく社会は、今ま

でもそしてこれからも厳しいものだと思います。そ

の中でたくましく生き抜いていくためには、失敗を

恐れず挑戦していく精神や、常に勉強し続ける粘り

強い心を持つことが大切だと思います。

期末テスト
学年末テストが近づいています。皆さんにとって

今年度の集大成とも考えられるテストです。

学習計画を立てることが大切なことは以前にも

書きましたが、３０分単位や１５分単位でおおまか

に計画を立てましょう。また、予定表は立てるだけ

でなく後から見直すことも大切です。あまり勉強し

なかったときは反省に繋げて「明日は１時間余分に

勉強しよう」などと調整することもできます。そし

て、勉強した時間を赤鉛筆などで塗りつぶしていけ

ば、「これだけ勉強したんだ」などと自分で達成感

を得ることもできるのではないでしょうか。勉強の

進み具合や調子、気分はその日によって異なります

ので、あくまでも予定は予定として修正を加えてい

きましょう。

次に学習の仕方ですが、テスト勉強をするのに問

題集を解くことがあるでしょう。このとき「できた

問題」「間違えた問題」「わからなかった問題」を区

別し、○×△などで印を入れましょう。そして、日

を改めて「間違えた問題」「わからなかった問題」

を解くことが最も大切だと考えています。「わから

なかった問題」は、解法や答えを見てもわからなけ

れば、誰かに聞いて解き方を教えてもらいましょう。

中途半端にいろいろな問題をやるよりも、何度も同

じ問題に取り組む方が有効な場合もあるでしょう。

いろいろなテスト勉強の方法を自分で試して、自分

にあう方法を見つけ出すことが大切です。

最後にテストの受け方も注意しましょう。自分な

りにテストの時間のパターンを決めていくことを

おすすめします。例えば、「問題が配付され『はじ

め』の合図があったら、まず『名前』を書く。次に

問題の１番から始めずに、すべての問題に目を通す。

そして、できそうな問題から手をつける。最後の５

分間は、できていなくても新しい問題には手はつけ

ず、それまでに解いた問題でイージーミスや勘違い、

解答欄への記入ミス等が無いかどうか確かめる。」

というようなことです。また、解答していないとこ

ろ（空欄）をできるだけ少なくするよう心掛けるこ

とも大切です。特に記号で答える問題等は、解答欄

を埋めるようにしましょう。

部活動等の記録
部活動 成績 大会名 個人名

女バレー 優勝 市長旗杯バレーボール大会

女バレー ３位 阪神中学校男女選抜大会

吹奏楽部 銀賞 県アンサンブルコンテスト クラリネット６重奏

吹奏楽部 銀賞 県アンサンブルコンテスト サクソフォン３重奏
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美 術 作 品

高橋 菜々子 ３－１ 入選 森 美雪 ３－１ 入選

藤山 佳穂 ３－３ 入選 浅井 愛美 ３－４ 入選

水谷 友美佳 ３－５ 入選 太河原 実桜 ２－１ 入選

湊 梨央 ２－２ 入選 矢野 歩美 ２－２ 入選

濱中 美菜里 ２－３ 入選 花段 彩華 ２－４ 入選

中村 キララ ２－４ 入選 安藤 陸王 ２－６ 入選

豊田 あゆり ２－６ 入選 中野 鈴音 ２－６ 入選

三田 麻琴 １－２ 入選 水谷 涼夏 １－３ 入選

矢野 朱夏 １－３ 入選 瀬野 綾那 １－４ 入選

中野 利香 １－５ 入選 大西 穂花 １－６ 入選

書 道 展

岡原 瑞姫 １－１ 入選 岩丸 奈央 １－４ 入選

兵庫県中学校総合文化祭展覧会に出品

森 美雪 ３－１ 原 菫子 ３－５

生田 梓紗 ３－６

学校教育目標

自らを律し、社会的に自立

し、健全な市民生活を送る

ための力の育成
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